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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

超速硬化ウレタン防水材は、従来の手塗り型ウレタン防水材

に比して高強度であり、かつ瞬時に硬化することで工期短縮が

計れる有用なメンブレン防水である。その塗膜性能は、引張強

さ，引裂強さおよび抗張積に優れ JIS A 6021品質規格の２倍以

上の物性値を示す。伸び特性は手塗り型よりも低い値を示すも

のもあるが、JIS 規格を満たすグレードも用意されている。ま

た、硬化反応が速いことから、専用の吹付け機を用いて平場と

立上りを同時に施工できると共に、吹付け施工による塗膜厚さ

が下地の凹凸に左右され難い特性も有している。 

日本ウレタン建材工業会（ＮＵＫ）では、長期に渡って防

水性能を維持するために、防水層の塗膜厚さがその耐久性に

どのような影響を及ぼすかを検証し、疲労試験から所要塗膜

厚さを判断することに取り組んでいる。 

  本報では、超速硬化ウレタン防水材の吹付け厚さを変化さ

せ、下地に発生するひび割れの可変ムーブメントサイクルと

した疲労試験の結果を報告する。 

2．．．．目的目的目的目的 

「JIS A 6021建築用塗膜防水材 ウレタンゴム系１類」に合格し

た超速硬化ウレタン防水材を、「JASS8 T501メンブレン防水層の

性能評価試験方法 3.3疲労試験」を用いて所要吹付け厚さを評価

する。 

3．．．．試験試験試験試験 

3.1 試験体試験体試験体試験体 

  試験体に供した超速硬化ウレタン防水材は、容積配合比 1：1，

比重 1.0 のＮＵＫ標準モデルとし、マイクロメーターにより計

測を行いながら所定の吹付け厚さを形成するように作成した。

材料性状値および物性値を表 1 に、試験体の種類を表 2 に示す。 

表 1. 超速硬化ウレタン防水材の性状および物性 

表 2. 試験体の種類 

 

3.2試験体試験体試験体試験体のののの形状形状形状形状 

  「JASS8 T501 メンブレン防水層の性能評価試験方法 3.3

疲労試験」に準拠した A 形試験体を使用した。その形状を

図 1に示す。 

 

 

 

 

 

(単位：mm) 

図 1.  A 形試験体形状 

 

3.3 試験方法試験方法試験方法試験方法 

「JASS8 T501 メンブレン防水層性能評価試験方法 3.3

疲労試験方法」に準拠するものとした。試験工程を表 3 に

示す。各ステップの試験開始前、3 時間以上当該温度環境

を保持し、温度が一定になったことを確認後、疲労試験を

行った。試験体の観察方法として、各ステップ終了時に目

視により破断の有無を調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性状･物性項目 代表値 JIS 規格 

f-NCO (mass%) 12.0 - 
主剤 

粘度  (mPa･s/23℃) 561 - 

活性水素量 (mgKOH/g) 150 - 
硬化剤 

粘度  (mPa･s/23℃) 458 - 

引張強さ (N/mm2) 12.0 2.3 

伸び率   (%) 600 450 

引裂強さ (N/mm) 54 14 

塗膜 

物性 

(2mm) 
抗張積   (N/mm) 1440 280 

No. 試験体名 厚さ(mm) 補強布有無 ｎ数 

1 S1-N 1 無 3 

2 S2-N 2 無 3 

3 S3-N 3 無 3 

4 S4-N 4 無 3 

5 S5-N 5 無 3 

6 S6-N 6 無 3 

2.5～5.0Ⅲ

1.0～2.0Ⅱ

0.5～1.0Ⅰ

ムーブメント（mm） -106020

温度（℃）

321ステップ

工程

表2 試験工程

[注]※1 その位置のムーブメントと温度で周期10分で500回行うことを示す。

※2 同一試験体により試験を継続する順序を示す。

※1 ※2

2.5～5.0Ⅲ

1.0～2.0Ⅱ

0.5～1.0Ⅰ

ムーブメント（mm） -106020

温度（℃）

321ステップ

工程

表2 試験工程

[注]※1 その位置のムーブメントと温度で周期10分で500回行うことを示す。

※2 同一試験体により試験を継続する順序を示す。

※1 ※2

表 3. 試験工程 
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3.4 試験結果試験結果試験結果試験結果 

  表４に疲労試験結果を示す。 

吹付け厚さ 1mm および 2mm では、工程 3-ステップ 1

で破断した。吹付け厚さ 3mm では、全試験工程を満たし、

4，5，6mm においても全試験工程を満たした。これらの

試験結果を写真 1, 2, 3, 4に示す。 

 

4．．．．考察考察考察考察    

試験結果から、各吹付け厚さの疲労区分が得られた。 

吹付け厚さ 1mm および 2mm は、－10℃から 20℃への

温度条件変化での 2.5～5.0mm のムーブメントに対しての

抵抗性に不備が認められたが、「疲労区分 A3」となり手

塗り型に比較して良好な耐疲労性である。また、吹付け

厚さが 3mm 以上では「疲労区分 A4」となり十分な耐疲

労性を有することが判った。 

 

5．．．．まとめまとめまとめまとめ 

本試験結果から「疲労区分 A4」となる吹付け厚さを見

出すことができた。 

超速硬化ウレタン防水材の所要吹付け厚さは 3mm 以上

であったが、これは下地のひび割れのムーブメントサイ

クルを行う疲労試験のみで得られた結果であり、最低所

要吹付け厚さを示すものでは無い。屋外曝露を想定した

劣化処理を行い追加試験を実施し、漏水直結不具合につ

ながる試験項目も実施していくことが肝要である。 

しかしながら、従来の手塗り型ウレタン防水材よりも

優れた疲労性能を持つことが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

写真 1.  S1-N             写真 2.  S2-N 

 

   

写真 3.  S3-N              写真 4.  S4-N 

 

本報告は、JIS 規格合格品の超速硬化ウレタン防水材の

結果である。超速硬化ウレタン防水材には、汎用グレー

ド(床用途)と高強度グレード(駐車場耐久層，防食用途)が

あり、本検討と同一条件にて耐疲労性を詳細に検討する

ことも必要と考える。 
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S3-N３

S2-N２

S1-N１

ステップ3ステップ2ステップ1

備
考

工程3 （ 2.5mm～5.0mm ）工程2 （ 1.0mm～2.0mm ）工程1 （ 0.5mm～1.0mm ）
No.

①

②

③

破断

破断

破断

破断

破断

種類

工程
ステップ3ステップ2ステップ1ステップ3ステップ2ステップ1

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

区分

Ａ３

Ａ３

Ａ４

Ａ４

Ａ４

Ａ４

異常なし

破断

S4-N

S5-N

S6-N

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

６

５

４

S3-N３

S2-N２

S1-N１

ステップ3ステップ2ステップ1

備
考

工程3 （ 2.5mm～5.0mm ）工程2 （ 1.0mm～2.0mm ）工程1 （ 0.5mm～1.0mm ）
No.

①

②

③

破断

破断

破断

破断

破断

種類

工程
ステップ3ステップ2ステップ1ステップ3ステップ2ステップ1

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

①

②

③

区分

Ａ３

Ａ３

Ａ４

Ａ４

Ａ４

Ａ４

異常なし

破断

S4-N

S5-N

S6-N

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

異常なし

表 4. 吹付け厚さによる疲労試験結果 
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